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第２回神奈川転倒・腰痛災害防止大会を開催します 

～開催場所は横浜市と小田原市です～ 

 

 神奈川労働局は、横浜市内４労働基準監督署（横浜南署、鶴見署、横浜北署、横浜西

署）、小田原労働基準監督署、横浜市役所、神奈川産業保健総合支援センターとの共催、

また、関東労災病院治療就労両立支援センターからの協力により、労働災害のうち３割

以上を占める転倒と腰痛による労働災害の防止の取組を進めるため、「第２回神奈川転

倒・腰痛災害防止大会」を令和６年 10 月 10 日（木）に横浜市、翌 10 月 11 日（金）に

小田原市で開催することとしました。 

 なお、大会開催前には先着順にて骨密度測定体験も実施します。 

 

【開催概要】 

１ 日  時  ①横浜会場 ：令和６年 10 月 10 日（木）13：30～16：30 頃まで 

        ②小田原会場：令和６年 10 月 11 日（金）13：30～16：30 頃まで 

         （骨密度測定体験は先着順で 12：30～13：30 まで） 

        

２ 会  場  ①横浜市開港記念会館 講堂（横浜市中区本町１－６） 

        ②小田原三の丸ホール 小ホール（小田原市本町１－７－50） 

 

３ 内  容   

 ①横浜会場 ②小田原会場 

（共通）骨密度測定体験（※大会前に実施し事前申込制及び人数制

限あり） 

健康運動指導士による職場での

腰痛対策のポイント 

管理栄養士による骨を強くする栄

養と食事について 

理学療法士による職場における

転倒予防 

理学療法士による職場における転

倒・腰痛予防 

事例発表（転倒・腰痛災害が発

生した事業場への無料支援につ

いて） 

労働力保全のための転倒・腰痛予

防 

令和６年８月29日 

【照会先】 

神奈川労働局 労働基準部 安全課  

課   長 塚田 和男   

安全専門官 合田 勝彦   

（電話）045(211)7352 



 

 

 ４ 申込方法  大会に参加される場合は、別添１により専用ウェブサイトにアクセ 

        スして、お申し込みください。 

         骨密度測定体験に参加される場合には、別添１により神奈川労働局 

        安全課に電話（045-211-7352）にて直接お申し込みください。 

  

 ５ そ の 他  会場に駐車場はありませんので、公共交通機関のご利用をお願いし 

ます。 

 

 

 

別添資料 

 

別添１  申し込み方法について 

 

別添２  神奈川労働局管内における転倒・腰痛災害発生状況（令和５年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材申込 

神奈川労働局労働基準部安全課 

電話 045-211-7352（担当 合田
ご う だ

） 

E-mail:anzenka-kanagawakyoku@mhlw.go.jp 

 

mailto:anzenka-kanagawakyoku@mhlw.go.jp


 

【大会参加申し込み方法】 

 参加される場合は、令和６年９月 26日（木）までに以下の①または②により専用ウェブサイ

トにアクセスし、お申し込みください。 

 なお、定員に達した時点で参加受付を終了させていただきます。 

 

①ＰＣからの申し込み（「労働局（労働基準関係）・労働基準監督署説明会等受付サイト」で検

索し、トップページから神奈川をクリック、その後日付順に並んだ一覧表において該当の説

明会をクリック願います。） 

  横浜会場 https://www.roudoukyoku-

setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MzEyNw==/745a916dc7c34226ac00b9a7b0cec9c9 

  小田原会場 https://www.roudoukyoku-

setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MzEyOQ==/f7e1dd9491f64045bede1b69650ae353 

②二次元コードからの申し込み 

   

 

 

 

 

 

【骨密度測定体験申し込み方法】 

 神奈川労働局 安全課 「転倒・腰痛災害防止大会担当」（045-211-7352：平日 8：30～17：

15）まで電話にてお申し込みください（先着 24名であり、定員の場合はご容赦ください。）。 

 骨密度測定体験は大会開催前の 12 時 30 分～13 時 30 分の間（15 分刻みで各時間帯６名まで）

に実施いたしますので、申し込まれた方は、予定時間までに会場にお越しください。 

その際に簡単なアンケート（年齢、性別、食事・睡眠時間等）のご回答もお願いいたします。 

 なお、測定は右足の踵で行いますので、裸足になることができる服装が望ましいです。 

 

【横浜会場までの地図】             【小田原会場までの地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地：横浜市中区本町１－６          所在地：小田原市本町１－７－50                        

 

小田原駅から徒歩 13 分 

申し込み方法について 
別添１ 

小田原会場 横浜会場 
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図１ 令和５年の事故の型別死傷者数
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図３ 令和５年の転倒災害年齢別死傷者数
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図４ 令和５年の転倒災害被災者の休業見込
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図２ 令和５年の転倒災害業種別死傷者数

死傷者

1,889人

別添２ 

 腰痛による労働災

害はここに分類され

ます。 
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図５ 令和５年の転倒災害の男女別年齢別死傷者数

男性 女性

 被災した 50 歳代以上

の女性労働者の 7割が
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図６ 令和５年の動作の反動、無理な動作のうち負傷による

腰痛 業種別死傷者数
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図７ 令和５年の動作の反動、無理な動作のうち負傷によ
る腰痛 年齢別死傷者数
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図８ 令和５年の動作の反動、無理な動作のうち負傷による腰
痛 被災者の休業見込
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